
上記の事項を全て確認いたしました。　　　　　　　　年　　月　　　日　　　　　　飼い主氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　ケージやキャリーバッグなどの用意と使用
　　避難所の屋内スペースで受入れ可能なペットは、必ずケージ又はキャリーバッグなどに入れていただくことが必要です。

　　屋外スペースを避難場所とする場合は、ペットには首輪などをつけて必ずリードで係留していただくか、ケージ又はキャリーバッグな

　　どに入れていただくことが必要です。普段からこれらに慣れさせておき、緊急時もすぐに使用できるよう準備をお願いします。

□　ペット用品や必要品の持参
　　ペットフードやトイレ用品など、避難生活に必要な物資は市では備蓄していません。災害時に慌てることのないよう、日頃から携行で

　　きる非常時持出品をあらかじめ準備しましょう。

□　法定義務遵守と健康管理やマナーの徹底
　　ペットが犬の場合、犬鑑札（又はマイクロチップ）及び注射済票を装着してください。また、ほかの避難者やペットと安全・快適に過ご

　　せるよう、健康管理やしつけを日常的に行いましょう。鳴き声・噛みつき・糞尿トラブルが起きないよう気を配ってください。

□　逸走や盗難防止のための措置と所有者の明示
　　ケージやキャリーバッグを施錠する、二重に係留する、首輪にゆるみがないか確認する、施設内の扉の開閉を確実に管理するなど、

　　逸走等については、市では責任を負いかねますので、ペットを逸走させないための取組を徹底するとともに、ペットの盗難防止のた

　　めの措置を講じてください。また、首輪やケージに連絡先など所有者情報を明記し、万が一ペットが逃げ出した場合も必ず飼い主の

　　もとへ戻るようにしておきましょう。

□　事故及びトラブル等への対応
　　避難所でのペットに関する事故やトラブル、施設の汚損や破損については、原則として飼い主の責任でご対応いただきます。

　　避難所職員の指示に従い、ほかの避難者への配慮を忘れず、事故等の防止に努めてください。

ペット避難のルール ～ 指定避難所（建物内/車外）に避難するとき

　施設で受入れ可能なペットは、犬や猫のほか、小型の哺乳類と鳥類のみです。
　ペットが車中避難ではなく、施設の屋内又は屋外で避難する際は、以下のルールを守ってください。


